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点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点

150
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利用者の知識・
能力向上

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

　　　　　就業規則等で定めている

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている
前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能力の向
上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した報告書を作成
し、インターネットの利用その他の方法により公表している。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等での生
産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をインターネット等に
より公表している

○ 10①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

15

　　　　　就業規則等で定めている

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の提出を
求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額未満

　
小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動収支の
みが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度にお
ける生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う賃金の総
額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額以上

○

60

⑥ピアサポーターの配置

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度にお
ける生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う賃金の総
額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収支のみ
が前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
⑦第三者評価

　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点 ⑤職員の人事評価制度

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

40

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

住　所 埼玉県さいたま市土手町3丁目165-9　昌栄MIビル1階 管理者名 山田　絢介

電話番号 048-711-7013 対象年度 令和7年度

様式２－１

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 LIFE 事業所番号 1116508308



別紙３０（別添２）

前年度（　　7年度）

時間 人 時間

　 会計期間（　4月～　3月）

前々々年度（　5年度）

円 円 円

前々年度（　6年度）

円 円 円

前年度　（　　7年度）

円 円 円

前年度（　年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

前年度（7年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※品質管理説明会 ※先進的事業者名

　  実施日 12 月 18 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

※障害者虐待防止・権利擁護研修（管理者コース） ※学会誌等名 ※他の事業所名

  研修講師 梅田　耕  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 3 月 5 日 14 人

  実施日・受講者数 2 月 12 日 1 人  発表テーマ

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名 ギフト・ショー 人事評価制度の制定日 7 年 6 月 1 日 　を受講している

 主催者名 株式会社ビジネスガイド社 人事評価制度の対象職員数 7 名 ※配置期間　　月　日～　月　日

 日時 2 月 6 日 うち昇給・昇格を行った者 4 名  就業時間

 内容 日本最大級のパーソナルギフトと 当該人事評価制度の周知方法  職務内容

生活雑貨の国際見本市：新規開拓営業 各自面談・評価シート策定

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

（Ⅵ）　経営改善計画

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

収支 0

105,436

生産活動収入から経費を
除いた額

32,528,545
利用者に支払った賃金総
額

31,920,421 収支 608,124

生産活動収入から経費を
除いた額

32,392,869
利用者に支払った賃金総
額

32,287,433 収支

一般社団法人カルミア

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全ての利用
者における延べ労働時間

29,609
雇用契約を締結していた延べ利
用者数

7,402
利用者の１日の平均
労働時間数

4

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経費を
除いた額

30,135,677
利用者に支払った賃金総
額

29,578,794



別紙３０（別添３）

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

場所：埼玉県さいたま市大宮区土手町3丁目103-2

日程：2026年1月22日(木)　9：30～

内容：場内視察及び品質管理説明会

人数：全員

＜目的＞

＜成果＞

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社 CS.FRONT 担当者名 佐藤

昨年より地域コラボ商品缶バッチを定期的に受注させていただいて

おります。実際の作業を見ていただくことで利用者さんのモチベー

ションも上がり、品質もスピードを高まりました。

普段の職員からの言葉より、外部の方から褒められると皆さんの意

識が変わっているのが分かりました。少し環境を変えることで仕事

に前向きな気持ちになり、意欲的な行動が増えました。

取引先様も安定した品質の商品を提供できている為、満足いただい

ており、相互にとって良い結果になっております。

絵柄をインターネット上にアップすることができないのですが、以前

の缶バッチに加え、他の商材（キーホルダーなど）も発注頂ける様に

なりました。

今後も信頼を得られる様に品質を保つ為の活動を行っていきます。

定期的に場内視察をさせていただいてますが、安定した品質で安心しております。

LIFEさんの品質のおかげで不良対応の仕事が減りました。

以前はリカバリー作業もありましたが今はリカバリーが発生することもなく、安心してお任せできます。

今後ともよろしくお願いいたします。

住　所
埼玉県さいたま市大宮区土手町3丁目165-9

昌栄MIビル1階
管理者名 山田　絢介

電話番号 048-711-7013 対象年度 令和7年度

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 LIFE 事業所番号 1116508308

様式１



別紙３０（別添４）

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

実際の商品を確認しながら良品と不良品の判断ができる様に個別確

認を行い、定期的に作業している商品が著作物である認識を高める

ための説明。

令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携先企業（担当者） 株式会社 CS.FRONT（佐藤）

実際に作成したものを開けてみて、中身がどうなっているのかを確

認。不良品が出てきたら次はどの様にすれば不良品にならないのか

をグループ毎にディスカッションを行う。

定期的に開催して注意喚起を行うことで事故を事前に防いでいま

す。毎年、必ず取引先様からこの様な事故があった等の事例共有を

いただきます。LIFEでは皆で共有して、今後も無事故で作業を進め

ていける様にしていきます。

・情報漏洩の共有が参考になった。自分だけでなくみんなにも迷惑がかかることだと思った。

・事例共有でわざではなく、ちょっとしたミスが大事になると知りました。気を付けて作業しようと思った。

・普段テーブルの違う人と話せて良かった。

・作業の速い人のやり方を聞けて良かった。真似して見ようと思う。

著作権・守秘義務には目を配っていても必ず事故が起こります。一人の誤った行動が企業全体に影響が出ますので定期的に注意喚起してい

ただけるのは此方としても大変助かります。

ディスカッションしている時にこうすると綺麗に仕上がる、こうすると早くできる等の意見交換が良かったです。私達が思いつかなかった

方法も出てきて参考になりました。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 LIFE 事業所番号 1116508308

住　所
埼玉県さいたま市大宮区土手町3丁目165-9

昌栄MIビル1階
管理者名 山田　絢介

電話番号 048-711-7013 対象年度

利用者からの意見・評価

場所：埼玉県さいたま市大宮区土手町3丁目156-9

昌栄MIビル1階

時間：2026年3月4日(水)　13:00～

内容：品質管理及び守秘義務説明会

人数：30名

様式２


